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水と衛生月間 

   

           

国際ロータリー第2660地区 

ロータリアンの皆様、ローターアクターの皆様 
 

 人口の増加、気候変動、水紛争に由来する世界の水不足は特に開発途上国で深刻さを増し、国連児

童基金（UNICEF）のデータでは、安全な飲み水を得られないことが原因で毎年150万人以上の子ど

もが感染症によって死亡しているといわれています。また多くの国や地域の子どもたちは、水汲みなど

の労働によって学校に通えず、過酷な境遇にあります。水不足による干ばつが進めば、世界的な食料

危機も益々深刻化します。 
 

 国連のSDGsの目標6「安全な水とトイレを世界中に」は、2030年までにすべての人に水と衛生への

アクセスと持続可能な管理を確保するというものです。そしてこの目標に対するロータリーのアプ

ローチは、安全な水と衛生設備を提供するだけではなく、衛生や伝染病予防に関する教育も行うこと

で、コミュニティ全体の生活を改善し、子どもの通学率を高めようとするものです。 
 

 世界の水問題が深刻化する中、淡水の持続可能性や水と衛生分野での国際協力、上下水道への地

域コミュニティの参画などが重要ですが、この水資源分野において、日本は世界有数の高い技術力を

有しており、日本の技術は、SDGsを達成するために欠かせない要素であると期待されています。 
 

 このような日本の技術を水不足や清潔な水の確保が困難な国々に、グローバル補助金を活用して

水の専門家をVTT（職業訓練チーム）として派遣したり、水や衛生分野の専門職業人を目指すグロー

バル奨学生を受け入れたりすることで、インパクトのある人道的国際奉仕事業を実施することができま

す。 
 

 また、学校における水と衛生分野のロータリーの活動は、女児のエンパワメントにもつながります。男

女別のトイレを設置し、衛生状態を改善することで、女児が安心して教育を受けられるようになります。

さらに、ナプキンなど月経衛生用品提供と衛生教育を実施することで、女児の学校入学を推進、また

継続的な就学が可能となり、将来学校で知識を得た子供たちがスキルを高めれば地域社会の経済発

展にもつながります。 
 

 ポリオウイルスは会員皆様は既によくご存知ですが、経口的にヒトの体内に入ったウイルスが体内

の粘膜で増殖、血流を介して中枢神経系へ達し脊髄運動神経に感染、つまり四肢のマヒなどを引き起

こします。感染後症状がなくても糞便中に数週間にわたりウイルスが排泄され、汚水を介して新たな感

染を引き起こします。 
 

 水と衛生分野の我々会員の活動は、ロータリーの7重点分野とポリオ根絶に密接につながっており、

どれ一つをとっても重要であるばかりか、すべての分野で波及成果が期待されます。今後とも子供た

ちをあらゆる疾病やポリオ、栄養失調から守り、学習の機会提供と貧困からの脱却のためにも、水と衛

生分野における活動に引き続き取り組んで参りたいものです。 

 

宮里 唯子 
    （茨木西RC） 

2022－23年度 国際ロータリー 

    第2660地区 ガバナー 

(2022-23年度 RI2660地区 ガバナー月信3月号 より) 

3日と少し強行なスケジュールでしたが無事皆

帰阪出来ました。会長として初めての参加をし

て感じた事ですがパーティーや式典などでは当

クラブのメンバーと別席になり少し孤独感を感

じましたが通訳ソフト等を駆使して何とか親

睦・友好を計る事が出来ました。3年ぶりの渡航

でしたが非常に楽しい時間を過ごす事が出来ま

した。手配頂きました、国際奉仕委員会の吉村委

員長、後現地ではベテランの郡会員と石田会員

には非常にお世話になりました。 

本日は今期2度目のテーブル情報集会が西天

満のレストランにて開催されます。毎月第3週木

曜日はビアフレンドの例会なのですがテーブル

情報を優先する為、次週に開催となります。行動

制限も解除されましたので皆さまも是非ご参加

ください。 

☆☆ 幹 事 報 告 ☆☆ 

① 「三世代クラブ合同例会のご案内」を本日お

配りしております。出欠のご返事を事務局ま

でお願いいたします。 

② 「春のRYLAセミナー」のご案内を本日お配り

しております。 

③ 「2021－22年度年次報告書」を本日お配りして

おります。 

 ＊＊ 先 週 の 例 会 報 告 ＊＊ 

☆☆ 会 長 報 告 ☆☆ 

先週16日は休会でしたので2週間ぶりの開催

となりますが元気でお過ごしでしたでしょう

か。会社の近所にある公園の桜のつぼみも大き

く膨らみすぐにでも開花しそうな雰囲気になっ

ています。次週には満開を迎えるのでは無いか

と思います。コロナ感染も少なくなり行動制限

も緩和されましたので今年は4年振りに各地各

所でのお花見姿も見られると思います。 

先々週の9日例会後は今期初のテーブル情報

集会が髙松会員の手配によりホテルニューオー

タニの大観苑で開催されました。本格上海料理

に舌鼓をうちながら久しぶりに和気あいあいと

親睦を重ねる事が出来ました。 

12日の日曜日は難波御堂筋ホールにて世界Ｒ

ＡＣ ＤＡＹが開催されました。天満橋ＲＡＣ

のメンバーと当クラブよりは仲西幹事に参加し

て頂きました。 

17日より19日に掛けては、台湾陽明ＲＣクラブ

の46周年、当クラブとして姉妹提携45年目となる

のですが、そのウエルカムパーティ、記念式典、

祝賀会に郡会員、石田会員、梅本会員、寺杣会員、

平尾会員と私の計6名にて参加してきました。2泊

☆☆ 今日のプログラム ☆☆ 

１）例 会 （2611回） 

２）ソング  花 

３）卓 話 「リーダー活動を振り返って」 

    一般財団法人 大阪府青少年活動財団   

    青少年活動リーダー 田井 桃樺 様 

               平尾 祐人 様 

           青少年奉仕委員会 

４）４月度定例理事会 

   次週（４月６日）のお知らせ 

１）例 会 （2612回） 

２）国旗およびロータリー旗に礼 

３）ソング  君が代・奉仕の理想 

４）卓 話 「ついてない一年」 

              西原 潔会員 
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例 会 毎週木曜日 12時30分 ヒルトン大阪 

会 長 髙橋 俊起  幹 事 仲西 良浩  ｿﾝｸﾞ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・広報委員長 西田 勤 

 

2022-2023年度RIテーマ 

＜四つのテスト＞１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 
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④ 本日18：00より№3・4・8テーブル情報集会が

「KoKoRotake」にて開催されます。関係各位よ

ろしくお願いいたします。 

⑤ 本日例会終了後「第4回被選理事会」を4Ｆ「銀

河・銀扇の間」にて開催致します。関係各位宜

しくお願いいたします。 

⑥ 次週例会終了後「4月度定例理事会」を開催い

たします。本日ご案内させて頂いております

ので関係各位宜しくお願いいたします。 

  ☆☆ にこにこ箱 ☆☆ 敬称を略す 

吉村会員、本日の卓話楽しみに拝聴させて頂き

ます。 髙橋 俊起 

吉村会員、本日の卓話よろしくお願いします。

 仲西 良浩 

髙橋会長、郡さん、石田さん、梅本さん、寺杣 

さん、平尾さん台北陽明ＲＣ、2泊3日のハード

スケジュールお疲れ様でした。 川原 和彦 

吉村さん本日卓話頑張って下さい。 石田 道夫 

髙橋会長はじめ陽明ＲＣ周年記念御参加の皆様

お疲れ様でした。吉村会員、卓話楽しみです。 

 中村 健輔 

ＷＢＣ良かったです。敬意と認め合うことを一

流は知る。勉強になりました。 寺杣 晃一            

令和5年3月23日  合計金   31,000円 

          累計金 1,629,000円 

☆☆ 先週（3 月 23日）の卓話 ☆☆ 

「ＺＥＢ建物（脱炭素社会に向け取り組み） 

                について」 

吉村 圭太 会員 

脱炭素社会に向けて建築業界も様々な取り組

みをおこなっています。住宅ですとZEH（Net Zero 

Energy House〔ネット・ゼロ・エネルギー・ハウ

ス〕）、ビルですとZEB（Net Zero Energy Building

〔ネット・ゼロ・エネルギー・ビル〕）、通称「ゼ

ブ」と呼びます。快適な室内環境を実現しなが

ら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収

支をゼロにすることを目指した建物のことで

す。 

建物の中では人が活動しているため、エネル

ギー消費量を完全にゼロにすることはできませ

んが、省エネによって使うエネルギーをへらし、

創エネによって使う分のエネルギーをつくるこ

とで、エネルギー消費量を正味（ネット）でゼロ

にすることができます。 

具体的にここではＺＥＢをメインにお話をさ

せて頂きます。ＺＥＢには大きく分けて3種類あ

ります。 

①『ZEB』（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ゼ 

 ブ））省エネ（50%以上）＋創エネで100%以上 

 の一次エネルギー消費量の削減を実現してい 

 る建物 

②Nearly ZEB（ニアリー・ネット・ゼロ・エネル 

 ギー・ビル（ニアリー ゼブ））省エネ（50%以 

 上）＋創エネで75%以上の一次エネルギー消費 

 量の削減を実現している建物 

③ZEB Ready（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル・ 

 レディ（ゼブ レディ））省エネで基準一次エ 

 ネルギー消費量から50%以上の一次エネルギー 

 消費量の削減を実現している建物です。 

①のＺＥＢは省エネ50％以上、創エネ50％合わせ 

 て実質100％以上の一次エネルギー消費量の削 

 減となり、かなりハードルが高く実現できてい 

 る建物は稀です。現実的には③ＺＥＢReadyの 

 取得（省エネ50％）が今後広がっていくと思い 

 ます。ちなみに省エネの対象となる一次エネル 

 ギーは2013年度のエネルギー消費量です。実は 

 一般的なビルの消費エネルギー量の内訳とし 

 て約６割～7割は空調機器によります。現在の 

 空調機はロスナイという全熱交換器等の併用 

 などによりかなりの省エネが期待できます。 

 創エネは再生可能エネルギーの活用により生 

 み出すもので、地熱利用、風力等あります。 

 まだまだ発展途上で生み出すエネルギーの費 

 用対効果は改善の余地があります。私たちの業 

 界も脱炭素社会に向けて様々アプローチから 

 社会に貢献をしていかなければなりません。 

 ☆☆ 出 席 報 告 ☆☆（ ）内は会員総数を基準とした値 

国内ビジター ０名 会員総数 42名 

国内ゲスト  １名 会員出席 29名(36名) 

外国ビジター ０名  18名 

外国ゲスト  ０名 会員欠席  7名 

3月23日の出席率 80.56％ 

６週間前（2月16日）の 

出席率 78.95％ 

1名（欠席者9名) 

－－3世代クラブ合同社会奉仕事業－－ 

2022－2023年度 3世代クラブ合同社会奉仕事

業として、先3月24日（金）に大阪市ボランティア・

市民活動センター2階会議室において子ども食

堂に対する寄付の授与が行われ、各クラブ会長・

幹事・社会奉仕委員長の見守る中、無事『鰻谷事

業協同組合』松二会長へ手渡されました。今回の

ホストクラブである大手前RCは事業内容の決定

後、寄付先を選定するべく多数の子ども食堂と

連絡を取ったのですが、比較的補助金等で潤っ

ているところが多く、選定先を見つけることが

出来ませんでした。その経緯をもって同セン

ターに相談した結果、今回の『鰻谷事業協同組

合』を寄付先として決定致しました。四月に行わ

れる3世代合同例会では、同センター職員に卓話

を行っていただき、メンバー皆さんの造詣を深

めたて頂きたいと考えています。 

『鰻谷事業協同組合』は同地区の小学校に通

う大多数の方が外国籍であり、シングルマザー

も多くおられる現状を踏まえ毎月第4土曜日に

参加費千円でゴミ拾いを行い、その売り上げを

以て子ども食堂を開催していました。昨今『子ど

も食堂』＝『貧困』という風にとらえられ支援が

届きにくくなった為、『鰻谷こどもの日』と名称

を変更し活動を行っています。 

－－No.3・4・8 テーブル情報集会－－ 

3月23日老松町「ＫｏＫｏＲｏｔａｋｅ」にて、

テーブルNo.3，4，8の情報集会が開催されました。 

髙橋会長はじめ箕村会長エレクト、中島ガバ

ナー補佐エレクト、仲西幹事、新入会員の小池会

員も参加され、総勢13名の出席で開かれました。

髙橋会長の挨拶、中島ガバナー補佐エレクトの

乾杯で始まり、恒例の各会員の近況報告を行い

ながら、和やかな雰囲気で情報交換ができ、楽し

く貴重な時間を過ごすことが出来ました。ご参

加いただきました皆様に感謝。 

☆☆ 本日のランチメニュー ☆☆ 

桜花風味の鯛のマリネ 春野菜、 
桜とホワイトバルサミコ酢ヴィネグレット 

牛フィレ肉のグリル  
グラタン・ドーフィノワーズ、 
アスパラガス、マデラ酒ソース 

コーヒー風味のミルクチョコレートムース 
キャラメルバナナ 
コーヒー又は、紅茶 

バゲット、胡桃入りソフトロールとバター 
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